
※保育所(園)は乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団発症や流行をできるだけ防

ぎ、子どもたちが一日快適に生活できるよう環境を整えることが大切です。

※かかりつけの医師の診断に基づき、 「インフルエンザ登園許可願い」の話誠をお願いします。なお、保

育所(園)での集団生活に適応できる状態に回復してから登園するよう、ご配慮ください。

※登園の際には、下請の「インフルエンザ登園許可願い」の提出をお願いいたします。

(登園のめやすは、子どもの全身状態が良好であることが基準となります。 )

〈保護者記入用〉

体温測定月日 朝の体温 夕方の体温 解熱薬使用の有無 

月 日 時 分 度 時 分 度 無 ・ 有 

月 日 時 分 度 時 分 度 無・有 
月 日 時 分 度 時 分 度 無 ・ 有 

月 日 時 分 度 時 分 度 無 ・ 有 

月 日 時 分 度 時 分 度 無 ・ 有 

月 日 時 分 度 時 分 度 無・有 
月 日 時 分 度 時 分 度 無・有 

※症状が出てきた日から体温を測定し、記載して下さい。 (1目につき1行ずつ記載)

※発熱期間が長く語録様式が足りない場合は、裏面、あるいは別の語録用紙を添付するなどして下さい。

※解熱後3日間とは、解熱薬を使用しないで発熱しなくなり3日を経過したことをいいます。

※1日の中で発熱と解熱が両方あった場合は発熱日となります。解熱:37OC以下とする。一日の内どこで

測っても370C以下であること。

※登園初日受け入れ時に検温を実施しますので、ご了承下さい。
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刃口重鳴り十重○○卜∽かい皇摂中り封か小QⅢ1。吋も刃手書○○卜∽‥怒張。小母鼻母心Ⅲ感鯨豊中謡畏乙露骨怪奇撥裳刃楼紙申甘Q画一.乙

ト調束的刃Ⅲe神田Q吋′中田畏∩耶無策賞嘆もヽ白さトヽヽQ幻聴轟綜′)蒋豊中Ⅲ畏」総軸心盤嘆′墓刃填綜.一

宮調印小県蝿的軽口の骨食口調」山田e前田畏↓韓軽い怠′」窯抱的壁画同心怠口調」刃Ⅲe梗(勾性感鯨椅噸)画聖」蝶綜‥彊諒卓理囲紬

田
 
圃
 
(
o
 
悪
 
騨
 
芯
i
 
Ⅲ
Ⅲ
 
し
○
Ⅲ
 
趨
∞
 

Ⅱ
エ
 
Ⅲ
こ
 

瑳
 
富
 
国
 

瑳
 
向
 
圃
 

謹
 

謹
 
直
 
圃
 

瑳
 
向
 
園
 
紳
 

Ⅲ
 
Ⅲ
こ
 

Ⅲ
 
Ⅲ
卓
 
o
っ
娃
 
避
圃
 
擬
制
 

畏
 
」
 
唄
 

紳
 

鞋
 

田
 
町
こ
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

選
Ⅲ
 
Ⅲ
 
t
、
 

Ⅲ
草
 
∽
嬰
 

Ⅲ
卓
 
N
牽
 

向
 

懸
画
 

邁
園
 

圃
 

轟
∴
紬
 

擬
制
 

綱
 

箪
 

鞋
 

懸
Ⅲ
 
唄
Ⅲ
 
紙
①
 

Ⅲ
 
Ⅲ
こ
 

講
 
彊
 

Ⅲ
 
Ⅲ
卓
 
一
蛙
 
濃
霧
 
鞋
 

紬
 

軸
 

鞋
 

鞋
 

懸
Ⅲ
 
噴
出
 
鯨
の
 

ロ
コ
 
Ⅲ
こ
 

卓
 
柾
 

彊
 
鞋
 

薫
轟
 
鞋
 

田
 
口
卓
 
一
箪
 
塁
 

囲
 
綱
 

慧
霜
 
鞋
 ⑤
蒜
 

懸
Ⅲ
 
蝶
Ⅲ
 
綜
寸
 

出
 
田
こ
 

補
 
整
 

補
 
整
 

Ⅲ
 
曲
事
 
一
理
 
繋
慈
 
軽
 

蟹
董
 
㊥
欝
 

・
s
看
漢
 
増
田
 
綜
∽
 

田
 
口
こ
 

Ⅱ
工
 

Ⅲ
 

撥
 

口
車
 

Ⅲ
卓
 

鞋
音
卓
 

ぐ
ヾ
娃
 
邁
圃
 
撥
端
 
整
 

一
握
 
態
騒
 
韓
 l
◎
籠
 

邁
画
 
境
Ⅲ
 
綜
N
 

田
 
口
こ
 

田
 
口
卓
 
一
箪
 
∴
芸
事
 
鞋
 

撥
 

㊥
憲
 

種
1
1
音
 
噴
出
 
紙
一
 

田
 
口
こ
 

薄
霧
 

㊥
憲
 

㊦
憲
 

Ⅲ
画
 
境
Ⅲ
 
綜
e
 

Ⅲ
 
Ⅲ
こ
 

㊦
轟
 

㊥
轟
 ㊥
憲
 

く
 
腔
†
 
☆
)
▲
卜
 
章
二
∴
嶋
 
田
_
上
 
せ
甘
く
 
l
」
.
」
 
り
 

寄
書
)
 

▲
私
〕
 

競
連
 

ゝ
私
書
 

ふ
私
章
 

・
軍
国
 

4
I
正
 

ー
ミ
ロ
:
 

4
n
こ
 

4
正
 

厄
▼
 

直
 

直
 

向
 

直
 

輔
 輔
 醒
 騨
 輔
 

斌
 

練
 

練
 

蘇
 

熊
 

†
 

†
 

†
 

†
 

†
 

′↓同仁幸や}」駄砧的慈ⅢQ心・侭田蝶蘇り-柑喩的悩Q中

脳嘩叶謹琵草鞋函紬もヽ富まへ\ハマ


